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兵庫県相生市における蝶類の記録より

唐土洋一 ．

注）ギフチョウについては､過去に何回か報告

されているが確実なヂｰﾀ等が残っていないし、

草原性蝶類の衰退化がいちじるしい昨今、南方

系蝶類の分布拡大には目をみはるものがある。モ

ンキアゲハ、ツマグロヒョウモン、ナガサキアゲ

ハ、クロコノマチョウ、そしてイシガケチョウと

続く。更に、アオスジアゲハ、ホシミスジといっ

たところも増えているようだ。反面、ウラギンス

ジヒョウモン、ウラギンヒョウモンといったヒョ

ウモン類の仲間に出会う機会は少なくなってしま

った。

岡山県ではナガサキアゲハの台頭で、クロアゲ

ハが少なくなったと言われている。いづれ兵庫県

でも同じような現象が生じるかもしれない。

三濃山一帯にしか記録のなかったクロヒカゲモ

ドキも採集されたという噂はないし、クロシジミ、

シルビアシジミも同様である。アカシジミ、ウラ

ナミアカシジミ等のゼフイルスもめっきり減って

しまった。これまで、相生市より記録されている

蝶類は8科、 96種(うち迷蝶4種を含む)にのぼり、

日本産(土着種)232種として約4割が生息してい

たことになる。

かつ、放蝶等の疑いもあるので省いた。

2．シロチヨウ科： 8種

1）モンキチョウ（2）

2）ツマグロキチョウ（4）

＊3）キチョウ（1）

4）スジポソヤマキチョウ（5）

5）工ゾスジグロシロチョウ（5）

＊6）スジグロシロチョウ（3）

＊7）モンシロチョウ（1）

＊8）ツマキチョウ（3）
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＜内訳＞

＊印を付したものは自宅に飛んできた蝶を示す。

末尾の指数(1～5)はﾁｮｳによる自然度調査(兵庫県）

資料によるもので､参考として付した。

1 ．アゲハチョウ科： 10種

＊ 1）ジャコウアゲハ（3）

＊2）アオスジアゲハ（1）

＊3）キアゲハ（2）

＊4）ナミアゲハ（1）

＊5）モンキアゲハ（3）

＊6）クロアゲハ（3）

7）オナガアゲハ（4）

＊8）ナガサキアゲハ（2）

＊9）カラスアゲハ（4）

*10)ミヤマカラスアゲハ(4)
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6）クロヒカゲ（4）

＊7）ヒカゲチョウ（4）

8）クロヒカゲモドキ（5）

＊9）サトキマダラヒカゲ（4）

*10)ヒメジヤノメ(3)

*11）コジャノメ（4）

12）ヒメヒカゲ（5）

13）クロコノマチョウ（4）

注）ヤマキマダラヒカゲの記録もあるが、未確

認につき省いた。

8．セセリチョウ科： 12種

1）ミヤマセセリ （4）

＊2）ダイミョウセセリ （4）

3）アオバセセリ （4）

＊4）コチヤバネセセリ （4）

5）ヘリグロチャパネセセリ

6）ヒメキマダラセセリ （4）

＊7）キマダラセセリ （4）

＊8）ホソパセセリ （4）

9）オオチヤバネセセリ （4）

10）ミヤマチャバネセセリ （5）

＊11）チャパネセセリ （3）

*12)イチモンジセセリ (1)

＊23）ツバメシジミ（2）

＊24）ウラギンシジミ （2）

4．テングチョウ科： 1種

＊ 1）テングチョウ（3）

5．マダラチョウ科：1種

1）アサギマダラ（4）

6．タテハチヨウ科：23種

1)ウラギンスジヒョウモン(4)

2）オオウラギンスジヒョウモン

＊3）メスグロヒヨウモン（4）

4）クモガタヒヨウモン（4）

5）ミドリヒョウモン（4）

6）ウラギンヒヨウモン（4）

＊7）ツマグロヒヨウモン（3）

8）アサマイチモンジ（4）

＊9）イチモンジチヨウ（4）

10）コミスジ（3）

11）ミスジチョウ（5）

＊12）ホシミスジ（2）

13）サカハチチヨウ（4）

＊14）キタテハ（3）

＊15）ヒオドシチョウ（4）

＊16）ルリタテハ（3）

17）ヒメアカタテハ（2）

＊18）アカタテハ（3）

19）イシガケチヨウ（4）

20)スミナガシ(4)

＊21）コムラサキ（2）

＊22）ゴマダラチヨウ（2）

23）オオムラサキ（5）

(4)

9．迷蝶：4種

1）メスアカムラサキ

1966.8.25 1早川原町Col.石井満補

2） リュウキュウムラサキ

1967.11.3 1ケ川原町Col・松尾一

3）ヤエヤマムラサキ

1971.8.12 1伊川原町Col.石井満補

4）ウスイロコノマチョウ

19xx・xx・xx 1？相生(鰯浜)Col.浜中義則
ジャノメチョウ科： 13種

1）ヒメウラナミジャノメ（3）

2）ウラナミジャノメ（5）

3）ジヤノメチョウ（4）

4）ヒメキマダラヒカゲ（4）

1981．7． 19 1ケ矢野町三濃山1981．7． 19 1ケ矢野町三濃山

●７
申
中
＃

＜参考＞

近隣地区にいて、未発見の蝶

1）ギフチョウ…揖保川町 ‘

2）ウスバアケハ…新宮町

3）キマダラルリツバメ…龍野市

4）クロツバメシジミ…上郡町/赤穂市/龍

Col.入江照夫

5）キマダラモドキ（5）

1980.8. 1 1早矢野町三濃山Col.唐土洋一
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相生市に分布する蝶類を上記に基づき分類して

みると、

Aランク(絶滅危倶種）該当なし

Bランク(危急種） ムラサキツバメ・ヒロオビ

ミドリシジミ・オオムラサキ・キマダラモド

キ・クロヒカゲモドキの5種

Cランク(稀少種） シルビアシジミ・ミスジチ

ョウ・ヒメヒカゲ・ヘリグロチャパネセセリ

の4種

要注目種スジボソヤマキチョウ・エゾスジグ

ロシロチョウ・ウラキンシジミ・ウラナミジ

ヤノメ・ミヤマチャバネセセリの5種

上記以外78種＋迷蝶(4種）

野市

5）ホシチャパネセセリ…上郡町

2．兵庫県版レッドデータブックによる貴重性評

価区分

Aランク･…日本版レッドデータブックの絶滅

危倶種に相当

兵庫県内において絶滅の危機に瀕している

種等､緊急の保全対策､厳重な保全対策の必要

な種

Bランク…･日本版レッドデータブックの危急

種に相当

兵庫県内において絶滅の危険が増大してい

る種等、極力、生息環境、自生地等の保全が

必要な種

cランク…･日本版レッドデータブックの稀少

種に相当

特殊な環境に生息･生育する種､個体数の極

めて少ない種、分布域が極限している種等、

兵庫県内において存続基盤が脆弱な種

要注目種…･最近減少の著しい種、優れた自然

環境の指標となる種、特殊な分布をする種等

の貴重種に準ずる種

今みられない｡…兵庫県内での確認記録、標本

がある等、かっては生息・生育していたと考

えられるが、現在は見られなくなり､生息･生

育の可能性がないと考えられる種

地域限定貴重種…･兵庫県全域で見ると貴重と

はいえないが、兵庫県内の特定の地域におい

てはA, B, C,要注目のいづれかのランク

に該当する程度の貴重性を有する種

未確認貴重種･…兵庫県内での生息・生育の可

能性が相当あるが、現在のところ確認されて

いない種で、県内で確認されればA, B, C,

要注目種のいづれかにランクづけされる種

要調査種･…本県での生息・生育の実態がほと

んどわからないこと等により、現在の知見で

は貴重性の評価ができないが、今後の調査に

よっては貴重種となる可能性のある種

3．最近、観察記録がないものとしては

ヒメキマダラヒカゲ、キマダラモドキ、クロヒ

カゲモドキ、ウラギンスジヒョウモン、ウラギン

ヒョウモン、ヒロオビミドリシジミ、ウスイロオ

ナガシジミ、ウラジロミドリシジミ、クロシジミ、

シルビアシジミの10種である。

兵庫県版レッドデータプックに記載のある蝶と

しては、キマダラモドキ、クロヒカゲモドキ、ヒ

ロオビミドリシジミがランクB，シルビアシジミ

がランクCといったところであるが、減少してい

る蝶等についての評価は国や県、地域レベルによ

り相違してくるので、今後はより詳しい分布調査

により地域限定貴重種の枠を広げていく必要があ

る。

蝶類が減少していった原因としては、

①山村の過疎化により、田畑等が放置され山林の

手入れも滞り、下草として生えていた食草類は衰

退していった。…･キマダラモドキ、クロヒカゲ

モドキ、ウラギンスジヒョウモン、ウラギン

ヒョウモン

②ナラガシワ等の樹木は雑木として伐採され跡地

は放置されるか、植林されてもスギ、ヒノキであ

る。 ････ヒロオビミドリシジミ、ウラジロミドリ

シジミ

③伐採からまぬがれたとしても、樹木が高木化し

蝶の産卵に適さない状態になってきた。 ．…ヒロ
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栽培種であるユキヤナギ、 コデマリ等が人家の庭

に植えられることが多くなり、住宅地の中でもよ

く見られるようになった。

オビミドリシジミ、クロシジミ

④ほ場整備工事により、田畑の畦に生えていた植

物に変化が生じた。…･シルビアシジミ

⑤生息環境が開発等で変わってしまった。…･ヒ

ロオビミドリシジミ、ウスイロオナガシジミ、

クロシジミ

⑥要因不明…･ヒメキマダラヒカゲ

以上の6項目が考えられるが、反面、休耕田の

増加により食草が豊富になりモンキチョウ、キア

ゲハ等は増えている。キマダラモドキ、 ヒメキマ

ダラヒカゲは過去に1例のみの記録であり、偶産

的要素もありうる。

5． 自宅の庭に飛んできた蝶

私の住んでいるところは相生市青葉台、約400

戸ばかりの住宅地です。当初は、環境もよくヒメ

ヒカゲ(危急種)の発生地もありましたが、山陽自

動車道が開通したため生息地も破壊され、今では

騒音に悩まされるといった状況です。それでも、

自宅の庭に蝶の好む食樹(草)を植えたところ、現

在までに44種の蝶が観察出来たことは驚きです。

更に、蜜源となる草花等を植えておくとより以上

の蝶類が観察出来るのではなかろうか。
4．勢力を拡大してきた蝶

①文献によれば、モンキアゲハは1900年～1906年

にかけて非常な珍蝶であったそうで、気候の変遷

で県下全土に分布するようになったとある。

1950年代、相生中学校の裏山で毎夏1～2頭飛

翔しているのを観察出来たが、ネットインまでし

ばらく時間がかかったと記憶している。

②ツマグロヒョウモンも、秋に1～2頭見ること

が出来たという程度で、年によっては、全くお目

にかかれないといったこともあった。最近では、

幼虫越冬も確認され、街路のスミレからも幼虫が

見出される。

③クロコノマチョウは、 1971年頃から採集され始

め、 1990年に入って定着が確認された。今では、

卵～成虫までの全ステージが観察出来る。

④イシガケチョウも、 1971年頃より採集されてお

り、現時点では定着している可能性もある。

⑤ムラサキツバメも、公園、墓地等に植栽された

マテバシイに偶産したことがあるが、定着までに

は至っていない(注：市域のシリブカガシの自生

地には、 1976年に発見されてから今日まで生息が

確認されている)。

⑥アオスジアゲハは食樹であるクスノキ、タブノ

キ等が街路、公園等に多く用いられ、それと共に

数多く見られるようになった。

⑦ホシミスジも山地性で産地が限られていたが、

6．植えている食樹・食草･ ・ ・ ・ (鉢植え)も含む．

食樹：エノキ、エゾエノキ、 コバノクロウメモド

キ、キビノクロウメモドキ、アワブキ、アベマ

キ、 クヌギ、カシワ、 （ナラガシワ)、 （ミズナ

ラ)、 （ツクバネガシ)、シリブカガシ、 （マテバ

シイ）、 （シラカシ)、アカガシ、ウラジロガシ、

イチイガシ、 （アラカシ)、ウバメガシ、 （コナ

ラ)、ブナ、イロハカエデ、イポタノキ、カラ

タチ、サンショウ、 フユザンショウ、カラスザ

ンショウ、ウンシュウミカン、スダチ、キハダ、

コクサギ、ユキヤナギ、 （イヌビワ）

食草：ウマノスズクサ、 ミヤコアオイ、 ヒメカン

アオイ、サンインカンアオイ、 （コシノカンア
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相生市青葉台の環境

く 1996. 11. 3撮影 〉
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サンインカンアオイ(鉢植え）1卵塊10卵

2卵塊9卵

スズカカンアオイ(鉢植え）1卵塊8卵

どういう訳か､コシノカンアオイ、タマノカン

アオイ、カントウカンアオイ、ウスバサイシン、

フタバアオイには産みつけられていなかった。

オイ）、 （サンヨウアオイ）、スズカカンアオイ、

(カントウカンアオイ）、タマノカンアオイ、

(ランヨウアオイ）、ウスバサイシン、 フタバア

オイ、 ミツバ、キジョラン、スミレ、アリアケ

スミレ、タチツポスミレ、ビオラ・パピレオナ

セア(北米原産)、ホトトギス、ジュズダマ、ヤ

マノイモ
6月2日、何気なく庭のタマノカンアオイをみ

たところ、葉がなくなっている。

あれ、水をやるのを忘れて枯れてしまった？あ

わてて、周囲のカンアオイ類（ヒメカンアオイ、

スズカカンアオイ、タマノカンアオイ等）をみて

みると無い、殆ど無いではないか。残っているミ

ヤコアオイをかき分けてみると、終齢幼虫6頭が

発見出来た。庭のあっちこちを探したところ、計

10頭の終齢幼虫を発見したので、鉢および発泡ス

チロール製の箱に植えているヒメカンアオイに移

して、蝿化させた。

現在9頭が蝿で越年中、 自然状態で過ごせるも

のか踊化時の状態のまま放置している。蛸化は地

上部スレスレ、上向きで鉢および発泡スチロール

の壁に取りついていた。

7． ここ数年、継続的に幼虫が発見出来るものと

しては、モンキアゲハ、ナガサキアゲハ、キアゲ

ハ、アゲハ、 クロアゲハ、 ミヤマカラスアゲハ、

ゴマダラチョウ、テングチョウといったところで

す。ホシミスジは近所のユキヤナギより5月・ 7

月・ 9月に発生し、 自宅に飛んでくる。今年始め

て自宅のユキヤナギに踊がついていたと家内が見

つけきた（7月17日に13が羽化した)。ジヤコウ

アゲハは定着し5月・ 7月・ 9月に家のまわりを

優雅に飛翔している。最近はキハダよりルリシジ

ミが、 自生しているカタバミからはヤマトシジミ

も発生している。

8．今年(1”6年度)の珍事

ギフチョウが自然交尾し、卵を産んだことです。

今年は天候が不順で発生がダラダラと続いた。や

むなく踊のいくつかを放置しておいたところ、羽

化したものが交尾（1ペア)していたと家内より聞

いた。 4月17日、庭のヒメカンアオイに産卵して

いるのを目撃。念のため、庭のカンアオイ類を調

べてみたところ、何と123卵もみつかった。

(内訳）

ヒメカンアオイ(地植え） 1卵塊5卵

2卵塊8卵

3卵塊10卵

4卵塊10卵

5卵塊15卵

ミヤコアオイ （地植え） 1卵塊10卵

2卵塊8卵

3卵塊8卵

4卵塊12卵

（鉢植え） 5卵塊10卵

ギフチョウの蝿

く 1996. 12. 7撮影＞

あとがき

「私が蝶採集を始めたのは、中学2年生の夏休

みのときであった。そのとき採集した蝶の数は確

か30種だったと記憶している。そして、あくる年

より採集を続行し、始めて接触する蝶の姿に歓喜
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したものである。蝶を求めて山野を駆けめぐりつ

つあるうちに、自ずから山歩きの方へと魅力が転

嫁していった。それと同時に家庭の事情等も含め

蝶採集から段々と離れて行き、ときおり山歩きの

途中で可憐な彼女等の姿をカメラに収めたりする

方向へと移行していった。

1976年4月ひさびさに多可郡黒田庄町ヘギフチ

ョウの観察に行く機会を得、数年振りに彼女等と

対面した。彼女等も歓迎の意を示してくれたのか

念願の野外での撮影にも成功し何ともいえない気

持ちであった。ところで、昨今の農薬散布、森林

伐採、道路、ダムエ事および宅地造成等による自

然環境の激変により、昆虫相もかなり変化してき

た。我々蝶類愛好家は大自然の驚異に感嘆するの

みでなく、生命の畏敬を尊び、自らの手で自然を

破壊するようなことは厳に慎み、蝶類の保護に努

めるよう努力したいものである」…・(1976年4

月に姫路昆虫同好会発足時に寄稿したものより引

用）

20年を経た今日、周囲を取り囲む自然環境には

厳しいものがある。一部のナチュラリストは昆虫

類が絶滅、減少するのは“採集圧”によること大

であると叫び、昆虫採集の禁止を唱えている。今、

仮に昆虫採集が全面禁止されたとしたら、自然界

に昆虫は帰ってき、増加、繁殖するとでも思って

いるのだろうか。

特定地域の特定昆虫（例えば、ギフチョウ〈危

急種〉 ）は、確かにコレクターに狙われている。

しかし、それ以上に国土の環境破壊（宅地造成、

道路工事等）の方が早く、余りにも早く進んで行

き、地域の固有種を絶滅させてきた。

昆虫愛好家の数はたかがしれている。そして悪

質なコレクターは極ほんの一握りであり、こうい

った傾向はどの世界にでもあることではなかろう

か。

欲する昆虫の数は毎年減って行く傾向にあるが、

すべてが採集圧で減っている訳ではない。危急種

とされているギフチョウは開発により絶滅、ある

いはスギ、ヒノキ等の植林により減少への道をた

どってきた。たまたまそういった生き残りの地に

おいてネットを振ると白い目で見られるというの

が今日の姿ではなかろうか。また、一部の地域で

は、開発における蹟罪の意味合いからか、保護と

いう名でヒメカンアオイを移植し、新たな生息地

作りに挑戦しているところもある。ひどいのにな

るとギフチョウ可愛さのあまりか、幼虫または蝿

を各地のヒメカンアンアオイ生育地にバラマキ廻

り、遺伝子汚染……生態系の破壊をしているこ

とにも気づかず得意気になっているナチュラリス

トもいると聞く。岡山県しかり、兵庫県でも宝塚

より東条湖辺りまでの中国自動車道沿線及び加古

川産のギフチョウは放蝶による影響を受けている

との噂もある。

「捕らないで観察しましょう」といわれるが、

観察するよりも捕ることにより昆虫に親しむ度合

いも増し、愛着もわく。俗に、アゲハチョウと呼

ばれているものには10数種がいる。あれはクロア

ゲハ、そしてナミアゲハも、いやキアゲハかなと

いつたふうに正しい名前で呼んでやると蝶たちも

喜んでいるのではなかろうか。今年の姫路市美術

展で「ジャコウアゲハ」という題の写真が展示さ

れていた。よくみるとなんと蝶はシロオビアゲハ

ではないか。ジヤコウアゲハと言えば、平成元年

に「姫路市の蝶」に指定されている。かかる場所

でかかる過ちに気づかずに平気で展示している無

神経さに、あきれるやら情けない思いがしたのは

自分一人だけだったのだろうか。

補足：

多可郡黒田庄町の生息地は開発等で様変わりし、

一部は東はりま日時計の丘公園となっている。か

っての､ギフチョウ生息地辺りは｢ギフチョウの森」

として公園内に一部残したということであるが、

ほんの申し訳程度でとても｢ギフチョウの森｣とは

いえない。
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